


器 具 の 取 り 付 け  

便器の取り付け 

ヒーターコードの固定（水抜き方式のみ） 3

右給水の場合は、便器
中心線に対し、左床給
水と対称になるように
施工してください。 

水抜き方式 

コードの配線例 
（下図のタンクは背面より見た場合を示します） 
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中心向き 中心向き 

〈左壁給水の場合〉 

〈コンセントが右側（便器正面より見たとき）の場合〉 

〈コンセントが左側（便器正面より見たとき）の場合〉 

〈右壁給水の場合〉 

〈左床給水の場合〉 〈右床給水の場合〉 
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右給水の場合は、便器
中心線に対し、左床給
水と対称になるように
施工してください。 

流動方式 
〈左壁給水の場合〉 〈右壁給水の場合〉 

〈左床給水の場合〉 〈右床給水の場合〉 

右給水の場合は、便器
中心線に対し、左壁給
水と対称になるように
施工してください。 

※器具を取り付ける前に必ず給
水管内のごみ、砂などを完全
に洗い流してください。 

※流動方式壁給水の場合、給水
フレキホースが無理なく取り
付くように、止水栓の接続口
の向きを調節してください。 

※水抜き方式の場合、給水フレ
キホースの水抜き勾配を確保
できるように、取り付けてく
ださい。 

ツメ 

両面テープ 電源コード 

ツメがロックするまで押さえます。 

①コードクランプ裏面の剥離紙をはがし、両面テープ面をタンク 
　裏面にしっかりと押さえ付けて貼る。 

②電源コードをコードクランプに通し、コードクランプのツメが 
 「カチッ」とロックするまで押さえる。 

止水栓の向き 

便器中心線 

便器中心線 
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中心向き 

（単位：ｍｍ） （単位：ｍｍ） 

便器中心線 

便器中心線 

中心向き 

下向き 

便器に同梱の施工説明書に沿って、便器を取り付ける。 

貼付面に水分やほこりがないようにする 
タンク貼付面をよくふいてから貼ってください。 

取り付け後、コードを無理に引っ張らない 
コードクランプがはがれ落ちてしまうおそれがあります。

施工後、コードクランプのツメを外す場
合には、手で行わない 
マイナスドライバーを使用すると安易に外
すことができます。 

注意 

裏面につづく 

コードクランプ
1個をコード取
出口下方に貼り
付けます。 

コードクランプ
2個を取出口下
方と反対側下方
に貼り付けます。 



②カバー（A）を手順 6 と逆の手順で取り付ける。 
※流動方式の場合は必ず流動レバーを取り付 
　けてください。 

タンクふたの取り付け 75
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①カバー（A）をいったん外す。 
水抜き方式 
の場合 カバー（A）を持ち上げてそのまま外します。 

※流動方式の場合は、流動レバーを外さないとカバー（A）が 
　外せないようになっています。 

流動方式 
の場合 

（1）止め輪のツメ部分を
広げます。 

（2）止め輪をスライドさせ、
外します。 

（3）流動レバーを上方向
へ外します。 

（4）カバー（A）を持ち上
げて外します。 

ロータンクの取り付け 

奥まで確実に 
入れてください。 

工具使用禁止 

ヒーターコード 

①ロータンクにパッキンを取り付ける。 

同梱の密結パッキンを上図のように取り付ける 
正しく取り付けないと水漏れするおそれがあります。 

密結パッキン 

②ロータンクを便器に取り付ける。 

密結パッキン 

・密結パッキンおよび給水口周辺のごみを取り除く 
　水漏れするおそれがあります。 

・ロータンクを斜めにおろさない 
　密結パッキンが正常に取り付かずシール不良で水漏れ 
　するおそれがあります。 

ワンタッチナットを締め付けるときは必ず手で行う 
工具を使用すると破損するおそれがあります。 

カバーやタンクふたなどは、確実に差し込む 
水漏れの原因になります。 

水抜き方式の場合、樹
脂タンクとカバーの間
にヒーターコードを挟ま
ない 
ヒーターコードが断線す
るおそれがあります。 

浮玉レバー 
ライン3

ライン2
ライン1

流動レバー 

止め輪 

カバー（A） 

ツメ 

（2） 

（1） 

（4） 

（3） 

樹脂タンク 

載せる 

確実に 
差し込む 

便器給水口周辺の防傷紙・ごみなどを完全に取り除いたあと、 
ロータンクを便器に取り付けてください。 

便器給水口周辺(ごみを取り除く)

下図のようにロータンクを真っすぐおろすように便器に取り付けると 
確実にシールできます。 

給水フレキホースと止水栓の接続 
・給水フレキホースにねじれ、折れなどのないよ 
　うに接続する。 
・パッキンを右図の位置に必ず組み込む。 パッキン 

止水位の確認 

③止水栓を開く。 

①手洗い金具を取り付ける。 
　（手洗い付きロータンクの場合） 

つば付きナット 

手洗い金具 

③タンクふたを取り付ける。 

③ワンタッチナットでロータンクを固定する。 

（1）つばが広がっていることを確認します。 

（2）つばの上面が陶器面に当たるまでボル 
　　　トに差し込みます。 

（3）ガイドを少し回しながら押し上げます。 

（4）ワンタッチナットを手で締め付けます。 

つば 

陶器面 ガイド 

注意 

注意 

注意 

注意 

※タンクふたが浮いていたり、ぐらつ
く場合は、差し込みが不十分ですので、
再度差し込み直してください。 

取り付け完了後の確認 8

・2～3度洗浄させて、便器・タンク内外への水漏れなどの異常がないことを確認 
　する。 
・水の出方が悪いときは、“　 フィルターの掃除”を参照して掃除を行う。 9

密結パッキン 

ロータンク 

真っすぐおろす 

便器 

斜めにおろす 

②手洗い連結管に手洗い金具を差し込む。 
　（手洗い付きロータンクの場合） 
※手洗い金具を差し込まずに止水栓を開 
　くと水がふき出します。 
 
④止水位がライン2（標準水位）に合っ 
　ているか確認する。 
　止水位を確認したら手洗い金具を抜い 
　てタンクふたに取り付ける。 

・右回し……止水位が下がります。 
・左回し……止水位が上がります。 

止水位がライン2（標準水位）に合っていない場合のみ下図の要領で調整してください。 

浮玉 

右回し 左回し 

WL表示ラインは、オーバーフロー管
の3カ所に止水位をセットできる構造
になっていますが、水量に合わせて
所定の位置にセットして出荷してい
ます。 



タンクふたは落下しないよう 
に注意する 
割れることがあります。 

⑤フィルターの外側を掃除する。 

※パッキンを傷付けないようにごみを取り除い 
　てください。 

④フィルターを外す。 

③タンクふたとカバー（A）を外す。 

⑥フィルターをつける。 

フィルターの掃除 

・フィルター掃除前に必 
　ずお読みいただき手順 
　を守る 
　手順を守らないと水漏れ 
　するおそれがあります。 

・フィルター掃除をする 
　ときは、必ず止水栓を 
　閉めタンク内の水を流 
　してから行う 
　水圧でフィルターが飛 
　び出すことがあります。 掃除後は、逆の手順でフィルターをつけてくだ 

さい。 
※工具を使用しないでください。 
　フィルターは最後までしっかり締め付けて 
　ください。 
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フィルター 

パッキン 

保守などについて 

①止水栓を閉める。 ②タンク内の水を流す。 

注意 
注意 

 

フィルターユニット 

※BL品（BLマーク証紙貼り付け品）において、当社が定める施工説明書などに基づく据付工事の瑕疵には(財)ベターリビングの　BL保険が利用できます。 

　保険の詳細・お問い合わせは、下記ホームページをご覧ください。 

　財）ベターリビング　ホームページ…http://www.blhp.org/ 
　　　　　　　　　　　　　電話番号…03－5211－0559

　　～　　の要領で正常に作動するかを確認 
してください。 

⑦作動の確認。 
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(1) 左に回してください。 
　（抜けるまで回してください） 
　（かたい場合があります。かたい場合 
　　は、上部のマイナス形状部分にマイ 
　　ナスドライバーを差して回してくだ 
　　さい） 
 
(2) 引き抜いてください。 


